
櫻園通信 57 令和 2 年 4 月 

東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監修：稲松孝思顧問医 

作 ：栄畑南美（えばた なみ） 老年学情報センター 

この作品が、番組で鑑定された作品「カフェ・パウリスタ」です。現在は、東京国立

近代美術館が所蔵しています。 

利行の絵は自由奔放な筆致が特徴ですが、利行自身もかなり自由奔放で壮絶な生き方

をした人物だったようです。 

そして、利行が人生の最後を過ごしたのが、東京都健康長寿医療センターの前身であ

る養育院でした。 

では、長谷川利行という人物と養育院のつながりを、紐解いてみましょう。 

 絵を描くことは、生きることに値するといふ人は多いが、生きることは絵を描くことに値するか 

上 

そう問うたのは、昭和初期の東京を描いた放浪画家、長谷川利行です。利行は、破天

荒な生き方とその画風から「日本のゴッホ」とも呼ばれています。 

最近では、2020 年 2月 25日テレビ東京系にて放送された「開運！ なんでも鑑定

団」という番組で、利行の未発表の作品ではないかという絵が鑑定されていました。 

この絵は残念ながらニセモノだったのですが、2009年に同番組で鑑定された本物の

利行の作品は、なんと 1800万円の鑑定額が付いたとのことです。 



この作品は、第 14回仁科展で樗牛賞を受賞した作品「麦酒室」です。利行は決まっ

たアトリエを持たず、街を放浪して絵を描いていました。 

利行が描いたのは、バーやビアホール、カフェ、ガスタンクや地下鉄の雑踏などの東

京の風景とそこに生きる人々でした。 

利行は街を歩き回り、カンヴァスだけではなく、チラシの裏やタバコの空き箱にま

で、嵐のように猛烈な早描きで絵を描いたといいます。そして、日々の生活費のため

に、友人・知人にスケッチや油絵を強引に売りつけました。 

利行の生活は、毎晩酒場で安酒を飲み、浅草や山谷、新宿の簡易宿

泊所を転々とするなど荒れたものであり、その素行の悪さから、画家

仲間たちからは嫌われていたといいます。 

（つづく） 

 

 

  

 長谷川利行、愛称「りこう」は、1891 年に京都府で生まれました。 

 青春時代は文学に熱中し、詩や短歌を創作しました。 

独学で絵を学び 30歳頃に上京しますが、関東大震災で被災し一時京都へ戻ります。 

その後再び上京し、第 14回二科展で樗牛賞（ちょぎゅうしょう）、第 3回 1930

年協会展で奨励賞を受賞するなど、徐々に画家としての評価を高めていきました。 



 陰湿な消毒薬の匂いが水のように漂う暗い病棟―そこは百畳敷ほどの広

さで何十というベットが二列に並んでいた。土色をした粘土のような顔が

一斉にわれわれ闖入者を冷たく凝視するような気がした。 

 長谷川は磨り切れた白衣を着ていたが、むくっと起き上がった。 

 〔中略〕 

「外に出よう、裏に花畑がある」 

 〔中略〕 

 花圃には白い雛菊の花が一めんに咲いていた。「その花の中にしゃがめ

よ、一枚撮ろう」 
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東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 
 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

監修：稲松孝思顧問医 

作 ：栄畑南美（えばた なみ） 老年学情報センター 

利行は、酒癖と放浪癖から、だんだんと胃を病み体が衰弱していきます。 

ついに 1940年春、三河島駅近くの路上で行き倒れ、養育院に収容されます。胃癌で

した。 

矢野文夫編『長谷川利行全文集』に、利行が養育院から親友・矢野文夫宛てに出した

葉書の文が載っているので、以下引用します。利行は、養育院の第 5病棟に収容されて

いたようです。 

昭和15年 5月 31 日 矢野文夫宛 

養育院第五病室ニ胃ノ手術デ居リマス。午前中ニ一度ミニ来テ下サイ。

〔中略〕（至急来テクレナイト死亡スル、動ケナイノデス）市電板橋終点ヨ

リ一丁ホドノ処デス。 

 板橋区板橋町東京市養育院第五病棟内 長谷川利行出 

（矢野文夫編、1981 年、p.305） 

この葉書を受け取った矢野は、友人と一緒に養育院へ駆けつけます。 

その養育院での面会の様子が、矢野の前提書に記載されています。 

 

下 



自画像 

【参考文献】 

  近藤祐（2011）『洋画家たちの東京』彩流社 

  矢野文夫（1974）『長谷川利行』美術出版 

  ――――編（1981）『長谷川利行全文集』五月書房 

  吉田和正（2000）『アウトローと呼ばれた画家―評伝 長谷川利行』小学館 

「長谷川利行」『Wkikipedia』https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E8%B  

 0%B7%E5%B7%9D%E5%88%A9%E8%A1%8C 2020 年 4月 20 日最終閲覧 

 

 さて、1969 年（昭和44年）、上野不忍池のほとりに利行碑が建立されました。石碑

の文字は、親交のあった熊谷守一が書きました。 

その隣には、利行が詠んだ歌二首が刻まれた歌碑があります。そのうちの一首を最後

に紹介しましょう。 

  人知れず朽ちも果つべき身一つの いまがいとほし涙拭わず 

 

養育院で亡くなった破天荒な画家、長谷川利行。彼は、「今」を純粋に愛した画家だ

ったのかもしれません。 

矢野の記述から、当時の養育院と利行の暗い様子が伝わっ

てきます。矢野は、この面会時に「長谷川は死ぬ」と予感し

たといいます。 

そして、1940 年 10月 12日、利行は 49歳で亡くなりま

した。 

矢野（1981）は、「誰ひとり看取る者なく死んだ。遺品の

スケッチブックや手記など、養育院の規則によりことごとく

焼却された」（p.315）と書いています。 

焼却処分は当時の規則なので仕方ないのですが、もしスケ

ッチブックなど遺品が現在に残っていれば、いったいいくら

の値段が付いたのだろう、と思ってしまいますね。 

 一枚うつすと、彼は、突然大声を発した。それは烈しい怒りに燃えた何

ともいえぬ不気味な動物のような唸り声とも聞けるものであった。 

「糞っ！ 死んだろか！」 

 ごろっと花の中に仰向けにひっくりかえった。白眼をむいて、抉るよう

に私を鋭く凝視した。（前提書、pp.305-307） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

櫻園通信 59 令和 2年 5月 

東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 
 

詩人・児玉花外と養育院 

花外は、東京専門学校在学中に詩作を始め、『早稲田文学』に寄稿するようになりま

す。そして、だんだんと新進詩人として認められていくのでした。 

花外は、社会主義詩人として活動していました。1903 年、著作『社会主義詩集』を刊

行しようとしましたが、発禁処分となり、一躍有名になります。その後は、詩集『ゆく

雲』などを発表、文芸誌の詩欄の選者も務め、後進の指導にも当たりました。 

栄畑南美（えばた なみ） 老年学情報センター 

「白雲なびく駿河台 眉秀でたる若人が…」で始まる明治大学校歌。東京六大学野球

の応援等で、聞いたことがある方もいらっしゃるのではないでしょうか。この校歌を作

詞したのは、詩人・児玉花外（こだま かがい）です。1972年に編纂された『養育院

百年史』の年表には、「昭和 18年 9月 20日、明大校歌『白雲なびく』の作者、熱血

の詩人児玉花外（傳八）本院にて没（69）」（p.181）と記されています。養育院で亡

くなった児玉花外とは、どのような人物だったのでしょうか。 

明治大学校歌を作詞した 

 

明治大学 

児玉花外（本名：児玉伝八）は、1874 年（明治

7年）に京都で生まれました。花外は 5歳の時に母

を亡くします。新島襄が創立した同志社予備校に進

学しますが、14歳の時、母代わりだった姉千代を

も亡くしました。その後、慕っていた新島襄も病死

し、花外は同志社を退学、京都を出ていきます。仙

台の東華学校、札幌農学校、東京専門学校（後の早

稲田大学）に入学しますが、いずれも中退します。 

 
児玉花外 



花外は、最初の妻とは離別、再婚した二人目の妻

とは死別しました。また、大の酒好きで酒を飲み出

すと止まらなかったといいます。長年の多量の飲酒

によって、花外は健康を損なっていきます。つい

に、1934 年（昭和9年）、多発性関節炎で東京帝

国大学の附属病院に入院することになりました。

1936 年に帝大病院を退院しますが、引き取る家族が

いなかったため、養育院へ移ります。62歳でした。

部屋は分室 3号棟だったそうです。 

花外は、養育院で思いのほか穏やかな生活を送ったようです。窓の外の桜を眺め、

詩を作り、印税が少し入った時には、酒を誰かに買いに行ってもらって、こっそり夜

遅くに近くの患者たちと楽しんでいたといいます。また、晩年は日蓮宗を信仰し、心

の支えにもしていました。 

戦時下だった 1943年（昭和 18年）9月 20日、花外は急性腸疾患のため、69歳

で亡くなりました。穏やかな最期だったといいます。その後、花外がいた分室 3号棟

は、1945 年 4月 13日夜半からの東京大空襲によって、養育院本院とともに消失し

てしまいました。 

【参考文献】 

石井敏達（1969）「養育院百年史の陰に―児玉花外三十年忌を偲ぶ」 

東京都養育院編（1972）『養育院百年史』東京都。 

「児玉花外」Wikipedia、https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%90%E7%8E%89%E8%

8A%B1%E5%A4%96 2020 年 5 月 21 日最終閲覧。 

「明大校歌誕生の周辺（中村雄二郎）」明治大学ホームページ、https://www.meiji.ac.jp/koh

o/information/schoolsong/origin.html 2020 年 5月 21 日最終閲覧。 

 

 

 

 
明大校歌を作詞したのは、1920 年（大正 9年）、花外 46歳の時でした。当時、花

形スポーツであった隅田川の学生選手権ボートレースで、応援歌が必要になりました。

三人の明大生が教授の紹介状を持って花外の家を訪問したところ、花外は作詞を快諾し

たといいます。花外の書いた歌詞に曲をつけたのが、作曲家の山田耕作でした。晩年、

養育院に収容されていた花外は、明大関係者の訪問を大変喜んだそうです。子どもがい

なかった花外にとって、さながら我が子の見舞いのようだったのかもしれません。 

1943 年 晩年の児玉花外 



日
本
資
本
主
義
の
父
で
あ
り
、
養
育
院
院

長
を
亡
く
な
る
ま
で
約
五
十
年
続
け
た
渋
沢

栄
一
の
お
墓
で
す
。

青
淵
（
せ
い
え
ん
）
と
い
う
の
は
渋
沢
栄

一
の
号
（
本
名
と
は
別
に
使
う
名
前
）
で
、

渋
沢
が
十
八
歳
の
時
、
い
と
こ
で
渋
沢
の
学

問
の
先
生
で
あ
っ
た
尾
高
惇
忠
（
お
だ
か

あ
つ
た
だ
）
に
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

養育院の初代院長

２つのお墓

櫻園通信 60 令和3年1月
東京都健康長寿医療センター
養育院・渋沢記念コーナー
連絡先：老年学情報センター宮本孝一

老年学情報センター

東
京
都
台
東
区
谷
中
に
は
約
七
千
の
お

墓
が
立
つ
広
大
な
墓
地
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
墓
地
は
、
東
京
都
立
谷
中
墓
地
・

天
王
寺
墓
地
・
寛
永
寺
墓
地
の
三
つ
の
墓

地
を
併
せ
た
も
の
で
す
。
著
名
人
の
お
墓

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
春
に
は
桜
の
ト

ン
ネ
ル
が
で
き
る
桜
の
名
所
で
す
。

寛
永
寺
墓
地
の
区
域
に
は
、
最
後
の
将

軍
徳
川
慶
喜
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

隣
接
す
る
了
俒
（
り
ょ
う
ご
ん
）
寺
墓
地

に
は
、
明
治
初
め
か
ら
の
大
正
時
代
は
じ

め
ま
で
の
養
育
院
収
容
者
約
三
千
八
百
人

が
眠
る
「
養
育
院
合
祀
塚
」
が
あ
り
ま
す
。

（
参
考

桜
園
通
信
十
六
）

広
大
な
墓
地
の
中
央
の
広
い
道
は
、
江

戸
時
代
は
お
寺
の
参
道
で
、
そ
こ
で
催
さ

れ
る
富
く
じ
が
人
気
で
し
た
。
参
道
に
は

富
く
じ
を
楽
し
む
茶
屋
が
立
ち
並
ん
で
い

ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
写
真
は
ど
ち
ら
も
谷
中
霊

園
で
撮
影
し
た
養
育
院
初
代
院
長
の
お
墓

で
す
。

上
の
お
墓
に
は
「
青
淵
渋
沢
栄
一
墓
」

と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
淵
の
由
来
は
、
渋

沢
の
実
家
が
「
淵
上
小

屋
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、

そ
の
家
の
そ
ば
に
淵
が

あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん

だ
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。



も
う
一
つ
の
“初
代
養
育
院
院
長
”
の
お

墓
は
自
然
石
の
形
を
活
か
し
た
、
ユ
ニ
ー
ク

な
お
墓
で
す
。

「
飯
田
直
之
亟
（
丞
）
墓
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
」
。

文
書
に
は
、
明
治
六
年
一
月
に
「
会
議
所

（
江
戸
の
救
貧
基
金
七
分
積
金
を
管
理
す
る

た
め
に
大
久
保
一
翁
府
知
事
が
設
立
し
た
組

織
）
」
よ
り
飯
田
直
之
丞
が
養
育
院
院
長
に

任
命
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
年
、
渋
沢
栄
一
は
五
月
ま
で
大
蔵
省

に
勤
務
し
、
そ
の
後
辞
職
し
て
実
業
家
の
道

に
進
み
ま
す
。
養
育
院
運
営
に
は
関
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

渋
沢
栄
一
が
間
接
的
に
養
育
院
に
関
わ
り

は
じ
め
た
の
は
翌
明
治
七
年
に
会
議
所
の
共

有
金
（
＝
七
分
積
金
）
取
締
に
任
命
さ
れ
て

か
ら
で
す
。
養
育
院
は
会
議
所
の
付
属
施
設

で
し
た
。

会
議
所
が
明
治
九
年
に
廃
止
さ
れ
、
養
育

院
が
東
京
府
の
管
轄
に
な
る
と
き
、
渋
沢
栄

一
は
養
育
院
の
代
表
者
（
事
務
長
）
に
就
任
。

さ
ら
に
、
明
治
一
二
年
、
養
育
院
の
組
織
再

編
で
事
務
長
職
が
院
長
と
改
称
さ
れ
、
渋
沢

栄
一
が
そ
の
ま
ま
院
長
に
就
き
ま
し
た
。

“初
代
院
長
渋
沢
栄
一
”
の
は
じ
ま
り
で
す
。

渋
沢
栄
一
が
養
育
院
事
務
長
、
院
長
と
な

る
間
、
飯
田
直
之
丞
も
養
育
院
掛
・
養
育
院

副
幹
事
と
し
て
養
育
院
経
営
を
担
っ
て
い
ま

し
た
。
飯
田
が
院
長
で
な
く
な
っ
た
の
は
渋

沢
が
事
務
長
に
な
っ
た
と
き
で
す
。
そ
れ
ま

で
の
院
長
職
が
廃
止
さ
れ
、
飯
田
は
養
育
院

掛
と
い
う
役
職
に
な
り
ま
し
た
。
（
参
考

桜
園
通
信
二
三
）

飯
田
直
之
丞
は
養
育
院
史
で
あ
ま
り
語
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
“幻
の
初
代
院
長
”
で
す
。

さ
て
、
飯
田
直
之
丞
の
墓
に
は
生
涯
の
経

歴
が
び
っ
し
り
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
「
明
治
五
年
出
仕
文
部
省
、
同
十
年
為
東

京
養
育
院
々
長
」
と
い
う
文
字
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
治
十
年
に
養
育
院
院
長
に
な
っ
た
？

飯
田
直
之
丞
院
長
は
明
治
六
年
か
ら
九
年

ま
で
で
す
。

な
ぜ
明
治
十
年
と
刻
ま
れ
た
の
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
謎
で
す
。

墓地の写真は、宮本撮影（2020年1月）
川の写真はフリー画像を使用



軈
（
や
が
）
て
開
会
を
告
ぐ
る
一
発
の

煙
火
沖
天
に
轟
く
や
、
主
賓
渋
沢
院
長
並

に
渋
沢
子
爵
の
同
族
を
始
め
来
賓
一
同
は

予
て
設
ら
へ
た
る
銅
像
前
の
式
場
に
参
入
。

一
同
着
席
を
了
は
ら
る
る
や
、
当
日
の

司
会
者
田
中
本
院
幹
事
先
づ
開
会
の
辞
に

次
ぎ
銅
像
建
設
の
経
過
並
に
工
事
報
告
を

為
し
、
次
で
中
村
市
長
は
銅
像
建
設
会
長

の
資
格
に
て
式
辞
を
述
べ
ら
れ
、

渋沢栄一銅像の

除幕式

右
終
る
や

渋
沢
子
爵
令
孫
昭
子
嬢

（
十
一
歳
）
は
田
中
幹
事
の
介
添
へ

に
て
幼
な
き
花
の
姿
を
銅
像
の
直
下

に
運
ば
れ
、
粛
然
と
し
て
除
幕
の
紫

紐
を
惹
け
ば
、
紅
白
色
鮮
や
か
な
る

覆
幕
は
微
風
に
翻
へ
り
つ
ゝ
颯
と
辷

べ
り
落
ち
、
見
る
も
心
地
よ
き
白
色

の
花
崗
岩
台
石
上
、
十
有
六
尺
の

櫻園通信 61 令和3年1月
東京都健康長寿医療センター
養育院・渋沢記念コーナー
連絡先：老年学情報センター宮本孝一

老年学情報センター

そ
の
除
幕
式
当
日
の
様
子
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
記
録
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
読
み
や

す
い
よ
う
に
改
行
や
よ
み
が
な
な
ど
を
加
え

ま
し
た
。

◆

当
日
は
晩
秋
稀
な
る
小
春
日
和
に
て
、
定

刻
前
よ
り
或
は
自
動
車
に
或
は
徒
歩
に
続
々

参
着
せ
ら
る
る
来
賓
織
る
が
如
く
、
真
に
板

橋
町
に
於
け
る
未
曾
有
の
光
景
を
呈
し
た
り
。

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

内
に
は
、
約
百
年
前
に
養
育
院
本
院
に
建
立

さ
れ
た
巨
大
な
渋
沢
栄
一
銅
像
が
残
っ
て
い

ま
す
。

養
育
院
が
大
塚
か
ら
板
橋
に
移
転
し
て
す

ぐ
に
建
て
ら
れ
も
の
で
す
。

①幕に包まれていた銅像。
中村是公銅像建設会長（東京市長）の式辞。

②除幕の瞬間。
銅像の下に栄一の孫昭子と田中太郎養育院幹事。



中
空
に
温
容
玉
の
如
き
（
や
さ
し
く

お
だ
や
か
な
表
情
顔
か
た
ち
が
玉
石

の
よ
う
に
美
し
い
）
子
爵
の
青
銅
坐

像
活
け
る
が
如
く
に
現
は
れ
出
で
し

か
ば
、
急
霰
（
き
ゅ
う
さ
ん

に
わ

か
に
降
る
あ
ら
れ
）
の
如
き
拍
手
と

歓
呼
は
期
せ
ず
し
て
会
衆
の
間
に
湧

き
起
こ
れ
り
。

斯
（
か
）
く
て
芽
出
度
く
除
幕
終
れ
ば
渋

沢
院
長
は
や
を
ら
老
躯
を
演
壇
に
運
ば
れ
、

感
慨
無
量
の
態
度
に
て
鄭
重
な
る
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
、
次
い
で
若
槻
内
務
大
臣
及
び
平
塚

東
京
府
知
事
の
孰
れ
も
老
子
爵
の
功
績
を
称

へ
た
る
懇
篤
な
る
祝
辞
朗
読
あ
り
。

最
後
に
小
坂
本
院
常
設
委
員
長
は
建
設
会

専
任
理
事
と
し
て
閉
会
辞
を
述
べ
ら
れ
且
つ

同
氏
の
発
声
に
て
子
爵
の
万
歳
を
三
唱
し
、

之
れ
に
て
滞
ほ
り
な
く
式
を
閉
ぢ
直
に
来
賓

を
本
院
大
講
堂
内
に
設
ら
へ
た
る
食
堂
に
案

内
し
午
餐
を
饗
応
せ
り
。

斯
く
て
宴
方
に
酣
（
た
け
な
わ
）
な
る
頃
、

小
坂
専
任
理
事
よ
り
一
場
の
挨
拶
を
述
べ
ら

る
ゝ
と
こ
ろ
あ
り
。

引用：東京市養育院月報 第292号・第11-13頁 大正14年11月
「渋沢養育院長銅像除幕式」 渋沢栄一伝記資料 第30巻 ｐ237-238に収録
https://eiichi.shibusawa.or.jp/denkishiryo/digital/main/viewer.php?imgurl=300237
写真：「東京市養育院月報 第293号 大正14年12月25日発行」東京市養育院月報 第17巻
第232号～第293号.不二出版2009より

次
で
近
藤
東
京
市
会
副
議
長
は
市
会
議
員

を
代
表
し
て
乾
盃
辞
を
述
べ
ら
れ
、
老
子
爵

の
万
歳
を
祝
す
る
歓
呼
の
裡
に
一
同
の
乾
杯

あ
り
。

終
り
て
再
び
渋
沢
子
爵
の
蘇
東
坡
（
そ
と

う
ば

約
千
年
前
、
中
国
北
宋
の
詩
人
・
政

治
家
）
の
喜
雨
亭
の
記
に
因
（
ち
な
）
め
る

含
蓄
深
き
一
場
の
演
説
あ
り
。

最
後
に
枢
密
院
議
長
穂
積
陳
重
男
は
渋
沢
子

爵
家
親
族
を
代
表
し
て
い
と
鄭
重
な
る
謝
辞

あ
り
。

和
気
靄
々
（
わ
き
あ
い
あ
い
）
裡
（
り
・

う
ち
）
に
散
会
せ
し
は
午
後
一
時
過
ぎ
な
り

き
。

銅
像
の
除
幕
式
は
一
九
二
五
（
大
正
一

四
）
年
一
一
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
録
の
原
文
は
、
東
京
市
養
育
院
月
報

第
二
九
二
号
・
第
一
一―

一
三
頁
（
大
正
一

四
年
一
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
さ

ら
に
「
渋
沢
栄
一
伝
記
史
料
」
第
三
十
巻

二
三
七-

二
三
八
ペ
ー
ジ
に
転
載
さ
れ
て
い
ま

す
。「

渋
沢
栄
一
伝
記
史
料
」
の
本
文
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

③渋沢栄一の謝辞

青淵澁澤榮一傳 昭和16年刊 ｐ78より



二
〇
一
九
年
の
冬
に
中
国
で
感
染
が
確

認
さ
れ
て
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

は
、
世
界
中
に
広
が
り
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
世
界
的
大
流
行
）
と
な
り
ま
し
た
。

人
に
病
気
を
も
た
ら
す
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
は
そ
れ
ま
で
六
種
類
だ
け
で
し
た
。
そ

れ
ら
と
は
違
う
遺
伝
子
・
形
・
性
質
を

も
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
出
現
し
て
人

間
に
病
気
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
た
め

「
新
型
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ル
ス
は
人
や
動
物
の
細
胞
を
使
っ

て
自
分
の
コ
ピ
ー
を
作
り
増
殖
し
ま
す
。

こ
の
と
き
ウ
ィ
ル
ス
の
遺
伝
子
が
う
ま
く

コ
ピ
ー
さ
れ
ず
、
少
し
違
う
遺
伝
子
を
も

つ
ウ
ィ
ル
ス
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新型ウィルスに感染した
渋沢栄一

櫻園通信 62 令和3年1月
東京都健康長寿医療センター
養育院・渋沢記念コーナー
連絡先：老年学情報センター宮本孝一

老年学情報センター

こ
れ
を
変
異
と
い
い
ま
す
。
遺
伝
子
が

ウ
ィ
ル
ス
の
性
質
を
変
え
る
ほ
ど
大
き
く
変

化
し
、
そ
の
新
し
い
性
質
が
た
ま
た
ま
感
染

拡
大
に
有
利
な
も
の
だ
っ
た
場
合
は
感
染
が

広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
も
、
も
と
は
ほ
か

の
特
定
の
動
物
に
感
染
し
て
い
た
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
が
、
変
異
に
よ
り
人
間
に
感
染
す

る
ウ
ィ
ル
ス
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
ま
だ
そ
の
起
源
は
判
明
し
て
い

ま
せ
ん
。

毎
年
冬
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
、

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
病
気
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
も
変
異
し
つ
づ
け
て
い
る
た

め
、
流
行
す
る
ウ
ィ
ル
ス
の
遺
伝
子
・
性
質

も
毎
年
変
わ
り
ま
す
。

今
か
ら
百
年
前
、
恐
し
い
性
質
を
も
つ
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ウ
ィ
ル
ス
が
出
現
し

ま
し
た
。

四
十
度
を
超
え
る
高
熱
・
頭
痛
・
筋
肉
痛
、

肺
炎
、
耳
や
鼻
か
ら
の
出
血
、
肺
に
水
が
た

ま
る
（
肺
水
腫
）
、
そ
し
て
数
日
で
死
に
至

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
犠
牲
者
の
ほ
と

ん
ど
は
健
康
な
若
者
で
、
致
死
率
は
通
常
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
二
十
倍
以
上
で
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
一
九
一
八
（
大

正
七
）
年
の
春
に
ア
メ
リ
カ
で
流
行
し
た
後

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
が
り
ま
し
た
。
当
時
は
第

一
次
大
戦
の
最
中
で
、
参
戦
し
て
い
た
国
は

感
染
を
隠
し
て
い
ま
し
た
が
中
立
国
の
ス
ペ

イ
ン
の
流
行
が
報
道
さ
れ
、
「
ス
ペ
イ
ン
風

邪
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
風

邪
は
夏
に
な
る
と
収
ま
り
、
寒
く
な
る
と
復

活
。
結
局
３
回
大
流
行
を
起
こ
し
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
、
一
九
一
八
年
の
八
月

末
か
ら
日
本
で
も
大
流
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

新
聞
記
事
で
は
山
間
部
で
「
感
冒
の
た
め
一

村
全
滅
」
と
い
う
報
道
も
見
ら
れ
る
よ
う
な

状
況
で
し
た
。



来
る
十
七
日
と
定
め
た
り
。
け
だ
し
そ
の
こ

の
に
至
り
な
ば
病
も
快
方
と
予
期
せ
し
も
、

つ
い
に
当
日
も
出
席
す
る
を
得
ざ
り
き
。

十
七
日
阪
谷
男
爵
・
姉
崎
博
士
来
話
、
け

だ
し
当
日
は
ジ
ユ
エ
ー
博
士
の
歓
迎
と
送
別

と
の
宴
会
に
つ
き
、
阪
谷
男
に
は
余
に
代
り

て
来
賓
に
接
伴
し
饗
応
に
尽
力
せ
ら
れ
ん
こ

と
を
請
い
、
姉
崎
博
士
に
は
渡
仏
後
の
注
意

に
つ
き
平
日
の
企
望
を
陳
述
す
。

時
に
病
い
ま
だ
愈
え
ず
苦
悶
強
く
し
て
談

話
意
の
如
く
な
ら
ず
。
幾
回
と
な
く
氷
片
を

も
っ
て
口
中
を
潤
し
て
よ
う
や
く
意
見
の
幾

分
を
述
る
を
得
た
る
な
り
。

而
し
て
（
し
こ
う
し
て
＝
そ
し
て
）
そ
の

た
め
熱
度
五
・
六
分
を
増
し
た
る
を
見
れ
ば
、

い
か
に
そ
の
日
の
談
話
の
苦
痛
な
り
し
や
を

知
る
得
べ
し
。

二
十
三
日
姉
崎
博
士
再
び
来
り
て
明
日
発

足
の
由
を
告
げ
ら
る
。
よ
っ
て
我
が
使
節
及

随
行
の
人
士
へ
の
伝
語
ま
た
は
米
国
及
英
仏

な
る
知
人
へ
の
音
信
等
を
た
く
す
。

（
略
）

【
伝
記
史
料

注
】
栄
一
、
こ
の
年
三
月
一

日
よ
り
四
月
末
に
い
た
る
間
、
流
行
性
感
冒

に
よ
り
病
床
に
あ
り
。

こ
の
と
き
渋
沢
栄
一
は
七
九
歳
。
ひ
ど
く

具
合
が
悪
く
て
人
と
話
す
の
も
つ
ら
い
の
に
、

口
に
氷
を
入
れ
て
な
ん
と
か
対
話
し
よ
う
と

す
る
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
無
理
を
し

た
た
め
そ
の
あ
と
す
ぐ
熱
が
上
が
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
渋
沢
栄
一
は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で

二
ヵ
月
近
く
も
病
床
に
伏
し
て
い
た
ん
で
す

ね
。記

録
の
原
文
は
渋
沢
栄
一
の
日
記
で
、

「
渋
沢
栄
一
伝
記
史
料
」
第
四

十
巻

三

三
六-

三
三
七
ペ
ー
ジ
に
転
載
さ
れ
て
い
ま

す
。「

渋
沢
栄
一
伝
記
史
料
」
の
本
文
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

渋沢栄一 日記 大正八年「三月二日」
渋沢栄一伝記資料 第40巻 ｐ336-337に収録
https://eiichi.shibusawa.or.jp/denkishiryo/digital/main/viewer.php?im
gurl=400336

一
二
月
に
は
や
や
流
行
が
収
ま
り
ま
し

た
が
そ
の
時
点
で
の
感
染
者
数
は
国
内
総

人
口
の
約
四
〇
％
に
当
た
る
人
数
で
し
た
。

翌
年
の
春
、
渋
沢
栄
一
も
こ
の
恐
し
い

ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
書
き
か
え
、

改
行
や
付
記
、
濁
点
を
加
え
て
い
ま
す
。

一
部
漢
字
を
か
な
表
記
に
し
て
い
ま
す
、

（
略
）
は
原
著
で
も
略
に
な
っ
て
い
ま
す
。

渋
沢
栄
一
日
記

大
正
八
年
（
渋
沢
子

爵
家
所
蔵
）

三
月
二
日

（
略
）
三
月
一
日
よ
り
四
月
三
十
日
ま

で
の
日
誌
は
、
前
記
の
如
く
大
患
に
罹
り

し
た
め
詳
悉
す
る
を
え
ず
、
よ
っ
て
病
間

殊
に
記
憶
す
る
も
の
を
左
に
記
載
し
て
他

日
の
参
考
に
供
す
と
云
爾
（
う
ん
じ
・
し

か
い
う
＝
強
調
）※

他
日
の
参
考
に
供
す
こ
と

と
す
る
、
ぐ
ら
い
の
意
味
か
。

（
略
）
十
日
は
か
つ
て
渡
来
せ
る
ジ
ユ

エ
ー
博
士
の
歓
迎
会
、
姉
崎
博
士
近
く
仏

国
へ
渡
航
に
つ
き
そ
の
送
別
の
宴
を
開
催

の
は
ず
な
り
し
も
、
病
中
に
つ
き
延
期
し
、



渋
沢
栄
一
が
（
昭
和
六
年
）
十
一
月
に
亡

く
な
っ
た
あ
と
、
十
二
月
に
社
会
事
業
団
体

に
よ
る
故
渋
沢
子
爵
追
悼
講
演
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
と
き
演
者
の
一
人
清
浦
奎
吾
伯
爵
は
、

渋
沢
栄
一
が
「
自
分
が
社
会
事
業
に
関
与
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
深
く
思
索
を
し
て

計
画
し
た
結
果
で
な
く
、
偶
然
な
ん
だ
」
と

よ
く
語
っ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
＊
１
）

渋沢栄一と養育院

1872（明治5）年 営繕会議所発足。共有金による公共事

業開始。営繕会議所の付属機関として養育院創立。

1873（明治6）年 渋沢栄一、大蔵省を辞職して実業界へ。

1874（明治7）年 渋沢栄一、東京府知事より営繕会議所

の共有金取締を委嘱。

1875（明治8）年 営繕会議所は東京会議所に改名。

1876（明治9）年 会議所廃止。養育院の運営は東京府営

に。渋沢栄一は東京府より養育院事務長に任命される。

1879（明治12）年 組織再編で事務長は院長に改名。こ

れにより渋沢栄一は養育院院長に。

さ
ら
に
、
共
有
金
（
江
戸
幕
府
に
よ
る

窮
民
救
済
の
た
め
の
積
立
金
）
を
管
理
す

る
組
織
「
会
議
所
」
で
管
理
者
に
就
い
た

た
め
、
会
議
所
管
轄
の
養
育
院
の
運
営
に

も
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
渋
沢

栄
一
が
社
会
事
業
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る

始
ま
り
だ
っ
た
と
講
演
で
話
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
渋
沢
栄
一
が
営
繕
会
議
所
の
運

営
（
共
有
金
の
運
用
）
に
関
わ
る
経
緯
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

東
京
商
工
会
沿
革
始
末

（
東
京
商
工
会

残
務
整
理
委
員
編
纂
）
（
＊
２
）

に
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
カ
タ
カ
ナ
と

一
部
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
し
ま
し
た
。

東
京
会
議
所
は
道
路
橋
梁
修
繕
事
務
の
外

に
養
育
院
事
務
、
共
同
墓
地
事
務
、
瓦
斯

灯
及
街
灯
事
務
、
商
法
講
習
所
事
務
を
管

理
処
弁
し
た
る
に
つ
き
、
委
員
は
皆
そ
の

事
務
の
煩
擾(

わ
ず
わ
し
い
ほ
ど
乱
れ
る)

に
し
て
整
理
完
全
せ
ざ
る
を
憂
ひ
、
且
共

有
金
原
資
の
漸
次
減
少
し
て
余
分
な
き
に

至
る
を
憂
ひ
、
府
知
事
に
推
薦
す
る
に
府

櫻園通信 63 令和3年1月
東京都健康長寿医療センター
養育院・渋沢記念コーナー
連絡先：老年学情報センターはじめの1歩
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下
有
志
者
才
幹
（
才
能
、
腕
前
）
あ
る
者

某
々
等
を
委
員
に
依
嘱
せ
ら
れ
ん
こ
と
を

も
っ
て
し
た
る
に
、
府
知
事
は
そ
の
推
薦

を
納
（
受
け
入
れ
る
こ
と
）
れ
、
明
治
七

年
十
一
月
を
も
っ
て
渋
沢
栄
一
等
に
共
有

金
取
締
の
事
を
嘱
托
し
、
そ
の
後
翌
明
治

八
年
四
月
を
も
っ
て
此
諸
氏
を
会
議
所
の

委
員
に
任
し
た
り
き
。

東
京
会
議
所
の
仕
事
は
煩
雑
で
混
乱
。

運
営
す
る
委
員
で
は
手
が
回
ら
な
い
。
事

業
費
の
原
資
で
あ
る
共
有
金
（
＝
七
分
積

金
）
も
減
る
一
方
で
会
議
所
運
営
停
止
も

時
間
の
問
題
。
そ
こ
で
東
京
会
議
所
の
委

員
た
ち
は
東
京
府
に
い
る
有
能
な
人
材
を

何
人
か
選
び
、
会
議
所
の
運
営
に
加
え
て

も
ら
う
よ
う
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
に

相
談
。
久
保
一
翁
は
会
議
所
の
申
し
出
を

了
解
。
会
議
所
に
共
有
金
取
締
の
嘱
託
員

と
し
て
新
た
に
任
命
さ
れ
た
三
人
の
う
ち

の
一
人
が
渋
沢
栄
一
。



＊1 「竜門雑誌 第519号 第118-1151頁 昭和6年12月 社会事業団体催故渋沢子爵追悼講演会」渋沢栄一伝記史料 第
57巻 p.798-799
＊２ 「東京商工会沿革始末（東京商工会残務整理委員編纂）第10-11〔明治25年5月〕」渋沢栄一伝記史料 第12巻 p.280-
281
＊3 「竜門雑誌 第498号・第113―117頁 昭和5年3月 青淵先生説話集 松平楽翁のことゞも」渋沢栄一伝記史料 第49
巻 p.133-136
＊4 「竜門雑誌 第489号・第116頁 昭和4年6月 楽翁公百年祭にて 青淵先生」渋沢栄一伝記史料 第49巻 p.129-132

国
家
官
僚
を
辞
職
し
実
業
家
に
転
身
し
て

ま
だ
一
年
目
の
渋
沢
栄
一
。
会
議
所
の
委
員

に
推
薦
さ
れ
、
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
に

東
京
会
議
所
の
運
営
を
任
さ
れ
ま
す
。

引
用
し
た
「
渋
沢
栄
一
伝
記
史
料
」
第
十

二
巻
で
は
同
じ
ペ
ー
ジ
に
続
け
て
「
会
議
所

伺
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
注
と
し
て
明
治

七
年
十
一
月
東
京
会
議
所
共
有
金
取
締
ト
ナ

リ
、
同
月
十
七
日
始
メ
テ
新
場
橋
際
東
京
会

議
所
ニ
出
勤
ス
と
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
七
年
一
一
月
一
七
日
。
渋
沢
栄
一
、

東
京
会
議
所
に
初
出
勤
。

渋
沢
栄
一
の
社
会
福
祉
事
業
の
第
一
歩
は

こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
渋
沢

は
、
自
分
が
実
業
界
よ
り
も
長
く
養
育
院
院

長
職
や
、
全
国
的
な
社
会
事
業
の
振
興
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。

渋
沢
栄
一
自
身
の
言
葉
と
し
て
も
私
が

東
京
市
の
養
育
院
に
従
事
す
る
や
う
に
な

り
ま
し
た
の
は
明
治
七
年
で
ご
ざ
い
ま
し

た
＊
３

と
会
議
所
の
共
有
金
取
締
就
任
が
養

育
院
運
営
に
関
わ
る
そ
も
そ
も
の
始
ま
り

と
語
っ
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い

ま
す
。

さ
て
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
の
楽

翁
公
百
年
祭
の
講
演
で
、
渋
沢
栄
一
（
当

時
八
十
九
歳
）
が
気
に
な
る
一
言
を
言
っ

て
い
ま
す
。

共
有
金
取
締
を
申
付
け
ら
れ
る
よ
り
前
に
、

私
は
養
育
院
の
事
業
を
引
受
け
て
微
力
を

致
す
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
し
た
が
、
＊
４

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

会
議
所
運
営
を
監
督
す
る
こ
と
に
な
り
、

た
ま
た
ま
会
議
所
の
付
属
施
設
と
し
て
養

育
院
が
あ
っ
た
か
ら
な
り
ゆ
き
で
そ
の
運

営
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
・
・
・
と

い
う
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
で
す
ね
。

で
は
、
共
有
金
取
締
役
就
任
以
前
の
、

ど
の
段
階
で
誰
と
の
間
で
「
渋
沢
栄
一
が

養
育
院
の
事
業
を
引
き
受
け
る
」
と
決

ま
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
？

謎
で
す
。



貧民の帝都
養育院の時代背景

人
口
百
万
人
の
大
江
戸
八
百
八
町
。
山
手
線

の
内
側
と
隅
田
川
の
両
岸
を
合
せ
た
ぐ
ら
い
の

範
囲
が
江
戸
で
し
た
。

現
在
の
東
京
二
十
三
区
よ
り
ず
っ
と
小
さ
い

広
さ
で
す
。

江
戸
の
土
地
の
七
割
は
武
家
屋
敷
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
全
国
諸
藩
の
大
名
の
妻
子
を

住
ま
わ
せ
、
大
名
が
二
年
ご
と
に
参
勤
交
代
で

や
っ
て
き
て
一
年
江
戸
で
暮
ら
す
屋
敷
や
家
来

た
ち
の
屋
敷
で
す
。
将
軍
家
に
直
接
仕
え
る
旗

本
や
御
家
人
の
屋
敷
も
あ
り
ま
し
た
。

櫻園通信 64 令和3年1月
東京都健康長寿医療センター
養育院・渋沢記念コーナー
連絡先：老年学情報センター

左
の
地
図
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
部
分
が
武
家
屋

敷
の
あ
る
武
家
地
で
す
。
そ
の
隙
間
を
埋
め
る

よ
う
に
分
散
し
て
い
る
緑
色
の
部
分
が
町
人
が

住
む
地
区
と
寺
社
で
す
。

江
戸
百
万
人
の
人
口
の
半
分
は
、
武
家
地
に

住
む
武
士
で
し
た
。
残
り
半
分
が
町
人
で
す
。

◆

幕
末
、
江
戸
城
を
官
軍
に
明
け
渡
す
と
、
各

藩
の
武
士
は
一
斉
に
自
分
の
藩
に
帰
り
ま
し
た
。

豊
か
な
商
人
た
ち
も
戦
乱
を
恐
れ
、
江
戸
か
ら

出
て
い
き
ま
す
。

江
戸
の
人
口
の
半
分
が
突
然
い
な
く
な
っ
た

の
で
す
。

図1 江戸の大きさ

図2 武家地と町人地

図3

江戸城と武家屋敷（オレンジ色）から、

人が消えた。

図2・3は、松山恵「都市空間の明治維新」

（ちくま新書2019）ｐ17の図を宮本改変

江
戸
城
も
武
家
屋
敷
も
人
の
姿
が
消
え
ま
し

た
。
江
戸
は
無
人
の
土
地
だ
ら
け
で
、
骸
骨
の

よ
う
な
有
様
で
す
。
（
図
３
）

江
戸
に
取
り
残
さ
れ
た
の
は
、
町
人
と
藩
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
下
級
武
士
で

し
た
。

ど
ん
な
仕
事
で
あ
れ
給
金
を
払
う
者
も
い
な

く
な
り
、
多
く
の
町
人
や
下
級
武
士
は
失
業
し

ま
し
た
。
物
資
の
流
通
も
途
絶
え
、
貧
し
い
人

を
助
け
る
し
く
み
も
な
く
、
多
く
の
人
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

明
治
は
じ
め
の
東
京
で
も
浮
浪
者
が
あ
ふ
れ

る
状
況
は
続
き
、
明
治
五
年
に
養
育
院
が
作
ら

れ
ま
す
。

宮本孝一 老年学情報センター



明
治
元
年
に
東
京
府
は
地
域
の
有
力
者
に
命

じ
て
貧
困
者
の
数
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
が
残
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
編
「
東
京
市
史
稿

市

街
篇5

0

」
（
一
九
六
一
）

東
京
の
住
民
を
、
富
民
（
家
屋
を
所
有
）
・

貧
民
（
借
家
住
ま
い
）
・
極
貧
民
（
七
分
積
金

で
も
救
済
を
受
け
た
者
）
・
極
々
貧
民
（
救
済

を
希
望
し
て
い
る
者
）
の
四
つ
に
区
分
し
て
調

査
し
た
も
の
で
す
。

合
計
が
約
五
十
万
人
で
、
江
戸
の
人
口
百
万

人
が
半
減
し
た
こ
と
が
こ
の
調
査
で
も
わ
か
り

ま
す
。

明
治
時
代
に
は
い
る
と
、
全
国
で
凶
作
が
続

き
、
農
地
を
捨
て
た
農
民
が
東
京
に
流
入
し
て

貧
困
層
は
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。

企
業
が
増
え
工
場
の
建
設
が
進
む
と
、
貧
困

層
の
一
部
は
工
場
労
働
者
と
な
り
ま
す
が
、
日

露
戦
争
・
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
、
物
価

上
昇
、
貧
富
の
格
差
の
拡
大
に
よ
り
、
産
業
の

発
展
の
陰
で
生
活
困
窮
者
は
増
え
つ
づ
け
ま
し

た
。
東
京
の
各
地
に
貧
民
窟
（
ス
ラ
ム
）
が
形

成
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
近
代
化
と
並
行
し
て
生
じ
た
貧
困
の

状
況
と
、
養
育
院
や
ほ
か
の
救
貧
施
設
の
活
動

を
詳
し
く
説
明
し
た
本
に
塩
見
鮮
一
郎
著
「
貧

民
の
帝
都
」
（
文
春
新
書

二
〇
〇
八
年
）
が

あ
り
ま
す
。

「
貧
民
の
帝
都
」
は
養
育
院
六
十
年
史
・
百
年

史
・
百
二
十
年
史
な
ど
の
養
育
院
刊
行
物
と
と

も
に
、
養
育
院
開
設
前
史
か
ら
そ
の
後
の
養
育

院
の
事
業
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
書

籍
で
す
。

養
育
院
本
院
は
移
転
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、

そ
の
位
置
を
現
代
の
地
図
で
示
し
た
図
（
本

郷
・
上
野
・
神
田
・
本
所
・
大
塚
・
板
橋
）
が

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
養
育
院
が
あ
っ
た

場
所
を
知
る
貴
重
な
情
報
で
す
。

明治維新のころ、橋の下をねぐらにしていた孤児たち

「貧民の帝都」p23より

借
家
住
ま
い
の
人
を
す
べ
て
貧
民
と
み
な
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
極
貧
民
・
極
々
貧
民

と
い
う
住
む
家
が
な
い
困
窮
者
が
十
万
五
千
人

も
お
り
、
東
京
の
人
口
の
二
十
％
を
占
め
て
い

ま
し
た
。

東
京
に
住
む
人
の
な
ん
と
五
人
に
一
人
が

ホ
ー
ム
レ
ス
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

こ
に
は
当
然
、
大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
も
含

ま
れ
ま
す
。

オレンジ 極貧民

約10万3,470人 青 富民

約19万6,670人

赤 極々貧民

約1,800人

黄色 貧民

約20万1,760人
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明
治
の
は
じ
め
、
幕
府
瓦
解
に
よ
る
江
戸
市

中
の
経
済
混
乱
で
職
を
失
う
者
が
続
出
し
、
新

首
都
東
京
に
は
生
活
困
難
な
極
貧
の
大
人
・
子

ど
も
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
人
た

ち
を
収
容
す
る
施
設
と
し
て
「
会
議
所
」
附
養

育
院
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
会
議
所
と
は
、
江

戸
幕
府
が
積
み
立
て
て
い
た
莫
大
な
救
貧
基
金

「
七
分
積
金
（
し
ち
ぶ
つ
み
き
ん
）
」
を
管
理

運
用
す
る
組
織
で
、
明
治
五
年
に
作
ら
れ
ま
し

た
。江

戸
幕
府
の
救
貧
基
金
「
七
分
積
金
」
は
、

老
中
松
平
定
信
が
始
め
た
事
業
で
す
。
飢
饉
発

生
な
ど
非
常
時
に
そ
な
え
る
「
備
荒
貯
蓄
」
と
、

貧
し
い
人
に
米
を
支
給
す
る
目
的
で
、
お
金
と

米
が
蓄
え
ら
れ
ま
し
た
。
寛
政
の
改
革
の
一
環

で
す
。

当
時
、
大
飢
饉
に
よ
り
米
の
価
格
が
上
が
り
、

全
国
各
地
で
暴
動
（
一
揆
・
打
ち
こ
わ
し
）
が

起
き
て
い
ま
し
た
。

老
中
松
平
定
信
は
、
世
の
中
の
混
乱
が
収
ま

る
こ
と
を
神
に
願
う
「
心
願
書
」
を
書
き
、
本

所
吉
祥
院
の
歓
喜
天
（
か
ん
ぎ
て
ん
）
と
い
う

神
に
奉
納
し
ま
し
た
。

心
願
書
は
「
米
の
値
段
が
下
が
り
、
お
金
や

食
料
の
流
通
が
よ
く
な
っ
て
、
幕
府
の
政
事
の

効
果
が
人
々
に
い
き
わ
た
り
ま
す
よ
う
、
自
分

の
命
と
妻
子
の
命
を
か
け
て
お
願
い
し
ま
す
。

も
し
か
な
わ
な
い
の
な
ら
ば
、
今
す
ぐ
自
分
の

命
を
奪
っ
て
死
な
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
命
を
顧
み
な
い
、
文
字
通
り
必
死

の
懇
願
で
す
。
こ
の
心
願
書
の
写
し
は
渋
沢
栄

一
の
解
説
文
と
と
も
に
額
装
さ
れ
、
渋
沢
栄
一

院
長
時
代
か
ら
養
育
院
の
院
長
室
に
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

明
治
の
は
じ
め
の
養
育
院
の
運
営
資
金
は
松

平
定
信
が
創
設
し
た
七
分
積
金
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
渋
沢
栄
一
が
そ
れ
を
知
っ
た
の
は
、
会

議
所
の
運
営
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
養
育
院
運
営

に
間
接
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

松
平
定
信
の
心
願
書
も
、
渋
沢
は
養
育
院
の

職
員
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

渋
沢
は
「
今
あ
る
養
育
院
は
、
楽
翁
公
（
松

平
定
信
）
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
」
と
考
え
ま
し
た
。

（
参
考

桜
園
通
信
二
十
四
号
）

渋
沢
は
こ
の
心
願
書
に
つ
い
て
た
び
た
び

語
っ
て
い
ま
す
が
、
と
く
に
「
自
分
だ
け
で
な

く
妻
子
の
命
を
も
か
け
た
心
願
で
「
若
し
自
分

の
願
を
聞
き
届
け
て
下
さ
ら
ぬ
な
ら
ば
、
ど
う

ぞ
私
を
殺
し
て
戴
き
た
い
、
独
り
私
の
命
ば
か

り
で
な
く
、
妻
子
眷
族
が
罰
を
受
け
て
も
、
一

向
恨
み
と
思
ひ
ま
せ
ぬ
」
（
＊
１
）

と
い
う
点

に
は
必
ず
触
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
定
信
公
の
容
易
な
ら
ぬ
覚

悟
・
熾
烈
な
る
精
神
・
身
を
捨
て
か
か
る
大
覚

悟
の
表
れ
と
渋
沢
は
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

松平定信の心願書 宮本孝一
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妻
子
眷
族
の
生
命
ま
で
も
懸
け
て
、
窃
に
深
川

の
聖
天
様
へ
起
誓
せ
ら
れ
て
居
る
。
楽
翁
公
に

似
合
は
し
か
ら
ぬ
事
だ
と
思
ふ
が
、
怪
異
を
信

ず
る
と
否
と
は
、
そ
の
人
の
学
問
な
ぞ
よ
り
も

む
し
ろ
、
か
え
つ
て
そ
人
の
教
育
や
ら
境
遇
に

因
る
こ
と
ゆ
え
、
楽
翁
公
は
御
出
生
が
元
来
殿

様
な
る
た
め
、
幼
少
の
頃
よ
り
奥
女
中
な
ぞ
に
、

か
の
ご
と
き
迷
信
じ
み
た
思
想
を
吹
き
込
ま
れ

て
来
た
結
果
、
我
々
か
ら
観
れ
ば
馬
鹿
気
て
見

ゆ
る
ご
と
起
誓
な
ど
を
、
正
心
誠
意
の
ほ
と
ば

し
つ
た
余
り
、
あ
え
て
せ
ら
る
る
に
至
つ
た
も

の
だ
ら
う
と
思
ふ
。
（
略
）

◆

こ
の
文
章
は
渋
沢
栄
一
が
八
十
二
歳
の
と
き

に
刊
行
さ
れ
た
著
書
に
載
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
の
困
窮
民
を
新
制
度
で
救
っ
た
楽
翁
松

平
定
信
の
偉
業
を
生
涯
称
賛
し
続
け
た
渋
沢
栄

一
で
す
が
、
異
形
の
神
に
自
分
だ
け
で
な
く
妻

子
眷
属
の
命
も
捧
げ
る
と
い
う
行
動
に
は
強
い

違
和
感
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。

非
合
理
的
な
思
考
を
退
け
、
何
事
も
理
性
的

合
理
的
に
考
え
る
こ
と
を
旨
と
し
た
渋
沢
の
態

度
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
松
平
定
信
が
心
願
書
を
奉
納
し
た
歓

喜
天
（
か
ん
ぎ
て
ん
）
と
は
ど
う
い
う
神
様
で

し
ょ
う
か
。
歓
喜
天
は
仏
教
の
守
護
神
の
ひ
と

つ
で
、
聖
天
（
し
ょ
う
て
ん
）
と
も
い
い
ま
す
。

歓
喜
天
は
一
人
で
は
な
く
、
象
の
顔
を
し
た

男
女
の
神
が
立
っ
て
抱
き
合
っ
て
い
る
姿
を
し

て
い
ま
す
。
二
人
で
一
つ
の
神
と
い
う
変
わ
っ

た
姿
で
す
。

そ
の
神
像
は
厨
子
に
納
め
ら
れ
て
秘
仏
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

平
安
時
代
の
図
像
集
『別
尊
雑
記
』

（心
覚
撰
）巻
四
十
二
よ
り

渋
沢
栄
一
は
、
自
身
の
著
書
で
定
信
の
心
願

書
に
つ
い
て
「
定
信
公
の
決
意
の
熾
烈
さ
」
と

は
違
う
観
点
の
意
見
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

◆

怪
異
不
可
思
議
の
事
を
信
ず
る
と
否
と
は
、

必
ず
し
も
そ
の
人
の
学
問
・
知
識
の
程
度
に
よ

る
も
の
で
は
無
い
ら
し
い
。
存
外
な
学
者
で
幽

霊
を
信
じ
た
り
す
る
者
が
あ
る
。

（
略
）

白
河
楽
翁
公
の
如
き
は
、
学
問
も
あ
り
智
慧

も
優
れ
、
精
神
の
立
派
な
人
物
で
あ
ら
せ
ら
れ

た
に
か
か
わ
ら
ら
ず
、
従
来
談
話
し
た
中
に
も

既
に
申
述
べ
置
け
る
ご
と
く
、
幕
府
の
老
中
に

任
ぜ
ら
る
る
や
、
自
分
の
一
命
は
素
よ
り
、



懸隔 けんかく
渋沢の行動原理を知る手がかり

江
戸
時
代
と
明
治
時
代
の
境
目
、
明
治
維
新

の
さ
な
か
に
渋
沢
栄
一
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
ま

し
た
。
徳
川
慶
喜
の
弟
昭
武
の
パ
リ
万
博
参
加

に
あ
た
り
幕
臣
と
し
て
渋
沢
は
随
行
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
最
も
心
に
残
っ
た
体
験
は
「
外
国
で

は
役
人
と
商
人
の
懸
隔
（
け
ん
か
く
）
が
日
本

の
如
く
で
な
い
、
是
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
云
ふ
事
に
気
が
付
た
」
こ
と
で
し
た
。

＊
１江

戸
時
代
、
士
農
工
商
で
商
人
は
最
下
層
の

身
分
。
武
士
と
対
等
に
話
す
こ
と
な
ど
で
き
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
徳
川
昭
武
一
行
の
世
話
役
の

銀
行
家
と
昭
武
の
家
庭
教
師
を
し
た
陸
軍
大
佐

は
ま
っ
た
く
対
等
の
態
度
で
接
し
て
い
る
。
商

人
と
軍
人
（
役
人
）
が
対
等
で
あ
る
こ
と
に
渋

沢
は
驚
嘆
し
ま
し
た
。

渋
沢
の
実
家
は
染
料
の
藍
玉
を
製
造
・
販
売

す
る
農
家
。
渋
沢
も
十
代
の
頃
か
ら
藍
の
買
い

付
け
で
商
才
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
農
家
・
商
家
に
対
す
る
武
家
の
理
不
尽
で
差

別
的
な
態
度
に
強
い
怒
り
を
覚
え
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
な
り
、
政
府
の
役
人
を
勤
め
た

あ
と
実
業
家
に
転
身
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
引
き

留
め
よ
う
と
し
た
人
に
「
日
本
は
官
吏
で
あ
る

櫻園通信 66 令和3年1月
東京都健康長寿医療センター
養育院・渋沢記念コーナー
連絡先：老年学情報センター

こ
と
を
無
上
の
光
栄
と
し
、
商
工
業
者
は
蔑
視

さ
れ
る
。
自
分
は
商
人
の
品
位
を
高
め
、
商

業
・
商
人
を
社
会
の
最
も
上
流
に
位
置
付
け
た

い
。
国
家
の
基
礎
は
商
工
業
に
あ
り
、
だ
。
そ

の
た
め
論
語
を
思
想
と
し
た
経
営
を
す
る
つ
も

り
だ
。
」
と
答
え
ま
す
。

明
治
の
初
め
ま
で
、
渋
沢
栄
一
の
行
動
原
理

は
「
商
人
を
見
下
す
官
尊
民
卑
の
打
破
。
商
業

者
の
地
位
向
上
」
で
し
た
。
封
建
時
代
か
ら
い

ま
だ
に
残
る
役
人
と
商
人
の
懸
隔
を
な
ん
と
か

す
る
、
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

◆

懸
隔
（
け
ん
か
く
）
は
、
現
代
の
言
葉
で
は

ど
ん
な
言
葉
に
当
た
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
次
に
、
渋
沢
が
晩
年

に
使
っ
た
懸
隔
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
す
。

◆

・
殊
に
工
業
が
段
々
進
む
に
就
て
、
追
々
に
生

存
競
争
が
烈
し
く
な
り
て
貧
富
を
懸
隔
せ
し
め

（
略
）

・
物
質
的
の
進
歩
が
益
々
進
む
と
し
た
な
ら
ば
、

貧
富
の
懸
隔
は
益
々
甚
し
く
な
る
こ
と
を
予
期

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

竜
門
雑
誌

第
二
七
〇
号
・
第
一
一―

一
九
頁

明
治
四
三
年

一
一
月

○
慈
善
事
業
の
過
去
現
在
（
青
淵
先
生
）
渋
沢
栄
一

伝
記
資
料
第3

0

巻p
.8

1
3

・
国
民
の
富
力
増
進
に
努
む
る
所
あ
り
し
結
果
、

貧
富
の
懸
隔
著
し
く
、
随
て
貧
民
は
疾
病
に
苦

し
む
場
合
に
も
之
を
療
養
す
る
道
な
き
が
如
き

を
致
せ
り
こ
と
を
予
期
せ
り

竜
門
雑
誌

第
二
七
六
号
・
第
四
九―

五
六
頁

明
治
四
四
年

五
月

○
恩
賜
財
団
に
関
す
る
協
議
会

渋
沢
栄
一
伝
記
資
料

（D
K
3
1
0
0
0
9
k
-0

0
0
6

）

第3
1

巻p
.6

5

・
協
調
会
が
大
正
八
年
に
出
来
ま
し
て
、
政
府

も
助
け
資
本
家
も
加
入
し
て
、
其
協
調
に
努
め

て
居
り
ま
す
。
即
ち
資
本
家
と
労
働
者
の
協
調

を
図
つ
て
居
り
ま
す
。
更
ら
に
第
三
に
は
、
貧

富
の
懸
隔
を
防
い
で
居
り
ま
す
。
之
は
富
め
る

も
の
を
貧
し
く
し
貧
し
い
も
の
を
富
ま
す
る
の

で
は
無
く
、
貧
者
の
懸
隔
を
補
ふ
に
あ
り
ま
す
。

之
が
私
の
老
後
国
家
に
対
す
る
義
務
と
考
へ
て

居
り
ま
す
。

青
淵
先
生
演
説
速
記
集
（
三
）

自
大
正
十
年
四
月
至
大
正
十

三
年
二
月

雨
夜
譚
会
本

渋
沢
栄
一
伝
記
資
料

（D
K
4
9
0
2
1
0
k
-0

0
0
1

）
第4

9

巻p
. 6

5
3

・
も
う
一
つ
は
貧
富
の
隔
懸
で
あ
り
ま
す
、
此

両
者
の
隔
離
を
接
近
せ
し
め
て
調
和
を
図
つ
て

行
く
と
云
ふ
こ
と
、
即
ち
純
然
た
る
社
会
事
業

で
あ
る
。
今
日
は
学
者
間
で
は
済
民
恤
救
と
云

ふ
こ
と
は
努
め
て
言
は
ぬ
や
う
に
し
て
居
る
、

是
は
理
論
上
適
当
の
注
意
で
あ
り
ま
せ
う
。

宮本孝一 老年学情報センター



併
し
事
は
矢
張
済
貧
恤
救
で
あ
る
。
現
に
東
京

市
の
養
育
院
の
如
き
は
私
は
明
治
初
年
か
ら
必

要
と
思
ふ
て
、
之
に
関
係
し
て
最
早
四
十
九
年

目
に
な
り
ま
す
。

銀
行
通
信
録

第
七
五
巻
第
四
四
七
号
・
第
一―

一
三
頁
大
正

一
二
年
一
月

物
質
界
及
精
神
界
に
対
す
る
予
の
希
望

子
爵

渋
沢
栄
一

渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
（D

K
5
1
0
0
0
3
k
-0

0
0
2

）

第5
1

巻p
.1

8

◆

貧
富
の
懸
隔
（
ま
た
は
隔
懸
）…

渋
沢
栄
一

の
言
う
懸
隔
は
現
代
の
格
差
と
い
う
言
葉
に
置

き
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

晩
年
の
渋
沢
栄
一
は
、
社
会
事
業
家
と
し
て
、

貧
富
の
懸
隔
、
現
代
で
い
う
貧
困
格
差
・
所
得

格
差
を
憂
い
、
格
差
拡
大
へ
の
対
処
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

で
は
、
渋
沢
栄
一
が
考
え
た
貧
富
の
懸
隔
対

策
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

◆

・
貧
富
の
懸
隔
を
融
和
す
る
と
い
ふ
、
即
ち
済

貪
恤
救
の
事
務
で
あ
り
ま
す
。
此
救
済
の
事
は
、

動
も
す
る
と
仏
説
の
喜
捨
と
な
り
て
、
只
物
を

捨
て
ゝ
窮
乏
の
人
に
施
す
を
主
義
と
し
ま
す
け

れ
ど
も
、
人
道
的
若
く
は
経
済
的
に
言
ふ
な
ら

ば
、
単
に
喜
捨
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
。

＊1 竜門雑誌 第265号 第11-12頁 〔明治43年6月〕本邦公債制度の起原（青淵先生） 渋沢栄

一伝記資料 第1巻 p.660-661

先
づ
第
一
に
防
貧
を
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ

ま
す
。
斯
く
論
ず
る
と
所
謂
社
会
政
策
と
な
つ

て
、
学
者
・
政
事
家
の
領
分
に
立
入
る
か
も
知

れ
ま
せ
ぬ
が
、
貪
し
き
人
を
救
護
し
又
は
防
貧

の
措
置
を
す
る
こ
と
は
、
人
道
上
か
ら
言
つ
て

も
、
政
治
上
か
ら
考
へ
て
も
、
経
済
上
か
ら
観

て
も
、
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
ひ
ま
す
。
竜
門
雑
誌

第
三
七
五
号
・
第
一
一

―

一
九
頁

大
正
八
年
八
月

○
春
季
総
集
会
に
於
て

青
淵

先
生

渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
（D

K
4
2
0
1
1
1
k
-0

0
0
5

）

第4
2

巻p
.6

7
8

・
最
も
其
中
に
も
力
を
用
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
思
ひ
ま
す
る
事
は
、
既
に
困
難
に
陥
つ
た
場

合
に
之
を
救
ふ
よ
り
も
、
未
だ
其
所
に
至
ら
ぬ

以
前
に
之
を
救
済
す
る
と
い
ふ
即
ち
済
貧
と
防

貧
と
の
差
別
で
ご
ざ
い
ま
す
。
勿
論
済
貧
を
致

さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
併
し
望
む
ら

く
は
一
歩
進
ん
で
防
貧
の
手
段
が
追
々
に
制
度

上
に
も
或
は
地
方
団
体
に
於
け
る
設
備
に
も
、

或
は
個
人
的
事
業
の
上
に
も
進
ん
で
参
り
ま
し

た
な
ら
ば
、
如
何
に
一
方
か
ら
し
て
貧
富
懸
隔

せ
し
む
る
経
済
上
の
進
歩
が
働
き
て
行
く
と
も
、

又
之
を
防
ぐ
こ
と
が
伴
つ
て
参
り
ま
せ
う
。
又

さ
う
参
ら
せ
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

慈
善

第
三
編
第
二
号
・
第
四
五―

五
一
頁

明
治
四
四
年

本
会
第
四
回
総
会
開
会
の
辞
（
会
長
男
爵
渋
沢
栄
一
）
渋
沢
栄

一
伝
記
資
料
（D

K
3
0
0
0
4
7
k
-0

0
0
3

）
第3

0

巻p
.4

5
3
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5
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◆

渋
沢
栄
一
が
院
長
と
し
て
養
育
院
運
営
に
関

わ
る
と
同
時
に
事
業
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

頃
は
「
貧
困
は
個
人
の
責
任
（
自
業
自
得
）
だ

が
、
人
道
と
し
て
援
助
は
必
要
だ
」
と
い
う
、

事
後
的
な
救
済
の
必
要
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

渋
沢
の
い
う
済
貧
で
す
。

し
か
し
日
露
戦
争
の
あ
た
り
か
ら
は
晩
年
ま

で
、
渋
沢
栄
一
は
貧
困
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す

る
社
会
の
し
く
み
こ
そ
第
一
と
唱
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
済
貧
よ
り
防
貧
、
で
す
。

公
利
目
的
の
企
業
家
と
し
て
商
人
の
地
位
向

上→

貧
窮
者
を
助
け
る
企
業
家
精
神→

す

べ
て
の
人
が
最
低
限
の
生
活
が
確
保
で
き
る
社

会
づ
く
り
の
一
部
と
し
て
の
企
業
活
動
、
と
渋

沢
栄
一
の
人
生
哲
学
は
三
段
階
で
変
化
し
ま
し

た
。日

本
と
欧
米
諸
国
の
比
較
か
ら
見
え
る
制
度

整
備
な
ど
の
懸
隔
、
あ
る
い
は
国
内
の
社
会
に

見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
懸
隔
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
渋
沢
栄
一
の
行
動
原
理
は
練
り
上

げ
ら
れ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。



櫻園通信 67 令和3年1月
東京都健康長寿医療センター
養育院・渋沢記念コーナー
連絡先：老年学情報センター

渋
沢
栄
一
の
秘
書
が
、
亡
く
な
る
三
年
前
、

八
十
八
歳
の
渋
沢
の
様
子
を
書
き
残
し
て
い
ま

す
。ラ

ジ
オ
放
送
で
渋
沢
が
講
演
を
し
た
日
の
朝

と
、
放
送
の
様
子
で
す
。

講
演
は
「
御
大
礼
に
際
し
て
迎
ふ
る
休
戦
記

念
日
に
就
て
」
と
い
う
も
の
で
、
第
一
次
世
界

大
戦
休
戦
の
記
念
日
に
毎
年
、
社
団
法
人
国
際

連
盟
協
会
会
長
と
し
て
ラ
ジ
オ
講
和
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
東
京
の
愛
宕
山
に
日
本
放
送
協
会

の
放
送
局
が
で
き
て
日
本
に
ラ
ジ
オ
放
送
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
時
代
で
す
。

こ
の
日
は
、
第
十
一
回
休
戦
記
念
日
の
放
送
。

一
国
の
利
益
の
み
を
求
め
他
国
を
顧
み
な
い
の

は
正
し
い
道
徳
で
は
な
い
。
共
存
共
栄
・
経
済

協
調
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
国
民
は
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
。
政
治
経
済
と
道
徳
の
一
致
が
必

要
と
説
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
そ
の
日
の
朝
の
様
子
か
ら
。

読
み
や
す
い
よ
う
、
漢
字
を
か
な
に
変
え
た

と
こ
ろ
や
改
行
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

午
前
九
時
飛
鳥
山
邸
へ
行
く
。

こ
の
こ
ろ
朝
の
遅
い
子
爵
が
も
う
す
つ
か
り

用
意
を
整
へ
て
、
今
日
の
講
演
の
原
稿
に
手
を

入
れ
て
お
ら
れ
る
。

西
洋
館
の
居
間
の
北
側
の
窓
に
面
し
、
青
羅

紗
を
張
つ
た
低
い
円
卓
を
前
に
し
て
お
ら
れ
る
。

正
面
か
ら
は
弱
い
光
が
差
し
、
や
や
後
の
東

側
の
大
き
な
窓
か
ら
美
し
い
朝
日
が
勢
よ
く
飛

込
ん
で
い
る
。

強
弱
二
様
の
光
の
相
交
錯
す
る
辺
り
に
、
九

十
に
近
い
子
爵
が
眼
鏡
も
掛
け
ず
に
筆
を
運
ぶ

様
は
ど
う
し
て
も
画
で
あ
る
。

明
窓
浄
几
と
題
す
べ
き
形
で
あ
る
。
（
略
）

国
際
知
識

第
一
二
巻
第
二
号
・
第
五
五―

五
八
頁
昭
和
七
年

二
月

休
戦
記
念
日
の
想
ひ
出

故
渋
沢
子
爵
秘
書
役
白
石
喜

太
郎
（D

K
3
7
0
0
5
2
k
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0
0
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）
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7
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2
3
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渋沢栄一秘書

九
時
半
ご
ろ
渋
沢
は
書
き
終
わ
っ
た
原
稿
を

秘
書
に
読
ま
せ
て
意
見
を
聞
き
ま
す
。
秘
書
は

二
、
三
気
に
な
っ
た
所
を
指
摘
。
そ
こ
で
ま
た

渋
沢
は
原
稿
を
修
正
。
十
時
前
に
邸
宅
を
出
て

愛
宕
山
の
放
送
局
へ
。

小
さ
な
放
送
室
に
入
る
と
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
し
ば
し
会
話
。
「
一
体
話
し
方
は
ど
う
い
う

の
が
よ
い
の
で
す
か
。
人
に
よ
つ
て
は
誠
に
聞

き
苦
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が…

…
…

」
「
調

子
の
早
い
方
は
具
合
が
悪
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
の
方
が
よ
く
入
る
よ
う
で
ご
ざ
い
い

ま
す
。
か
ん
高
い
方
で
も
早
く
な
け
れ
ば
、
そ

ん
な
に
聞
き
苦
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
」

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
放
送
ス
タ
ー
ト
。

白石喜太郎の驚き
宮本孝一 老年学情報センター



「
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
こ
ち
ら
は
東
京
中
央
放
送
局
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
御
大
礼
記
念
国
際
講
演

に
移
り
ま
す
。
有
線
中
継
で
あ
り
ま
す
か
ら
準

備
の
都
合
で
、
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
お
待
ち
願

ひ
ま
す
」

ま
た
し
て
も
異
常
の
沈
黙
が
広
が
る
。
事
実

一
分
経
た
ぬ
か
も
知
れ
な
い
が
、
非
常
に
長
い

よ
う
な
気
が
す
る
。
や
が
て
沈
黙
は
破
れ
た
。

「
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
こ
れ

か
ら
御
大
礼
に
際
し
て
迎
ふ
る
休
戦
記
念
日
に

就
て
、
と
題
す
る
子
爵
渋
沢
栄
一
氏
の
講
演
が

ご
ざ
い
ま
す
」

子
爵
は
お
も
む
ろ
に
原
稿
を
拡
げ
、
眼
鏡
な

し
で
始
め
ら
れ
る
。

「
私
が
た
だ
い
ま
紹
介
さ
れ
た
渋
沢
栄
一
で

あ
り
ま
す
。
」

反
響
の
な
い
室
の
せ
い
か
や
や
低
く
聞
え
る

が
、
語
調
と
云
ひ
、
語
勢
と
云
ひ
、
極
め
て
よ

い
。
と
て
も
朗
読
と
は
思
へ
ぬ
話
し
振
で
あ
る
。

と
き
ど
き
原
稿
を
は
な
れ
て
註
釈
を
加
へ
ら

れ
ま
た
原
稿
に
戻
る
の
が
、
極
め
て
自
然
で
、

原
稿
を
知
ら
ぬ
人
に
は
恐
ら
く
分
る
ま
い
と
思

は
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

咳
を
一
度
さ
れ
た
き
り
で
、
水
一
つ
飲
ま
れ

ず
、
元
気
に
続
け
ら
れ
る
。

「
こ
れ
で
私
の
お
話
を
終
り
ま
す
」

と
結
ば
れ
て
も
な
お
話
し
た
そ
う
に
見
え
た
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
結
辞
を
ま
つ
て
静
か
に
室

を
出
る
。
吉
例
に
よ
つ
て
記
念
撮
影
で
あ
る
。

（
略
）

国
際
知
識

第
一
二
巻
第
二
号
・
第
五
五―

五
八
頁
昭
和
七
年

二
月

休
戦
記
念
日
の
想
ひ
出

故
渋
沢
子
爵
秘
書
役
白
石
喜

太
郎
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K
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7
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2
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）
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こ
の
渋
沢
栄
一
の
秘
書
白
石
喜
太
郎
の
回
想

で
す
が
、
渋
沢
の
特
徴
に
繰
り
返
し
触
れ
て
い

ま
す
。
白
石
に
は
こ
れ
が
渋
沢
に
つ
い
て
特
に

強
調
し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
。

「
九
十
に
近
い
子
爵
が
眼
鏡
も
掛
け
ず
に
筆

を
運
ぶ
様
」
「
お
も
む
ろ
に
原
稿
を
拡
げ
、
眼

鏡
な
し
で
始
め
ら
れ
る
」

人
間
は
四
十
歳
ご
ろ
か
ら
眼
球
の
レ
ン
ズ

（
水
晶
体
）
が
固
く
な
り
、
近
い
も
の
に
ピ
ン

ト
が
合
わ
な
く
な
り
ま
す
。
老
眼
で
す
。

ま
た
高
齢
に
な
る
と
白
内
障
や
緑
内
障
な
ど

の
目
の
病
気
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
渋
沢
栄
一
は
八
十
八
歳
で
眼
鏡
無
し

で
原
稿
を
読
み
書
き
し
て
い
た
の
で
す
。

◆

こ
の
日
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
録
音
さ
れ
、
国
際

連
盟
協
会
に
よ
り
レ
コ
ー
ド
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
も
こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
音
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
渋
沢
史
料
館
発
行
の

Ｃ
Ｄ
「
肉
声
で
聞
く
渋
沢
栄
一
の
思
想
と
行

動
」
に
収
録
さ
れ
、
史
料
館
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

それは、東京都石神井学園の前身が、渋沢栄一が初代院長を務めた養育院の巣鴨分

院だからです。 

養育院は、1872 年（明治 5年）に病人、孤児、障害者、困窮者などの保護施設と

して設立されました。 

その後、1909 年（明治 42年）には、施設が手狭になったことと、入所している大

人たちからの子どもへの悪影響を懸念して、孤児教育を目的とした養育院巣鴨分院が

独立しました。 

巣鴨分院は、1942 年（昭和 17年）に現在の土地に移転し、その時に名称も東京都

石神井学園に変更され今に至っています。渋沢は、ほぼ毎月巣鴨分院を訪れ、子ども

たちと話をしたと言われています。 

この石碑は、巣鴨分院で育った元孤児である石工たちが寄付して建立しました。石

碑の背面には、石碑を作った元孤児である石工たちのことばも彫られています。「石

工の仕事は 精出す 甲斐ありて おとくい様は 富士の山ほど」とあり、石工とし

て立派に自立大成した様子が伺われます。 

養育院から派生した巣鴨分院は、現在に繋がる児童福祉分野の先駆けだったとも言

えるのではないでしょうか。 

櫻園通信 68 令和 3 年 1 月 

東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 

 

東京都練馬区にある児童養護施設・東京都石神井学園。 

ここに石碑があります。「気は長く 勤めはかたく 色薄く 食細ふして 心広か

れ 栄一書」とありますが、これは渋沢栄一の手によるものです。 

「短気にならずに気をゆったりと持ち、しっかりと働き、色欲はあまり持たず、食

事は節制をして、心を広く持ちなさい」という意味です。 

元々、このことばは、安土桃山時代から江戸時代初期にかけての高僧・天海が語っ

た長寿の秘訣ですが、それを渋沢が引用したのではないかと思われます。 

 監修：稲松孝思 顧問医 

作 ：栄畑南美（えばた なみ） 老年学情報センター 

養育院巣鴨分院 

表面 

裏面 

では、どうして渋沢栄一の書

が彫られた石碑が、石神井学園

にあるのでしょうか。 

元孤児たちが建てた石碑 



【参考文献】 
稲松孝思「都区職員のための渋沢栄一入門 15 新壱万円札の人 子どもたちの育成、論語と算盤 渋沢と教育・
下」『都政新報』2020 年 11 月 27 日、p.8 
「成り立ち・沿革」東京都社会福祉事業団東京都石神井学園ホームページ、
https://www.jigyodan.org/shakujii-gakuen/about/history/ 2021 年 1 月 14 日最終閲覧。 
 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●
表
面
拡
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●
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が
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ひ
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富
士
の
山
ほ
ど 

お
と
く
い
様
は 

か
い
あ
り
て 

石
工
の 

仕
事
は 

せ
い
出
す 



左の写真は、1909年 6月 5

日の巣鴨分院開院記念式で撮影

された写真です。創立時から、

とてもたくさんの子どもたちが

巣鴨分院で暮らしていたことが

分かりますね。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

櫻園通信 69 令和 3年 1月 

東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 

 

東京都健康長寿医療センター（以下、センター）の前

身・養育院は、1872 年（明治 5年）に病人、孤児、障害

者、困窮者などの保護施設として設立されました。 

センターには、養育院時代の貴重な資料が保存されてい

ます。 

今回は、保存資料のうち、1910 年（明治 43年）発行の

「東京市養育院写真帖」と、1932 年（昭和7年）発行の

「創立 60周年記念写真帖」から、孤児教育施設・養育院

巣鴨分院の写真をご紹介します。 

 

 

養育院巣鴨分院は、入所人数の増加と、養育院にいる大人から子どもたちへの悪影響が懸念され、1909 年

（明治 42年）に独立した孤児教育施設です。巣鴨分院は、1942 年（昭和 17年）に練馬区の現在の土地に

移転し、名称も東京都石神井学園に変更され、児童養護施設として今に至っています。 

正門から見る巣鴨分院 1929 年（昭和 4 年） 

 

監修：稲松孝思顧問医 

作 ：栄畑南美（えばた なみ） 老年学情報センター 

https://www.jigyodan.org/shakujii-gakuen/about/history/


【写真出典】 

東京市養育院編著（1910）『東京市養育院写真帖』東京市養育院。 

――――――（1932）『創立 60 周年記念写真帖』――――――。 

 

右の写真は、巣鴨分院の幼稚園児

たちが輪になってお遊戯をしている

様子です。左に立っている先生らし

き女性が、バイオリンのような物を

持っているのが見えます。 

 

 

巣鴨分院では、当時の幼稚園や小学校

程度の教育を行っていました。 

右の写真は、創立当時（1909 年頃）

の授業の様子です。 

 

左の写真は、1932年（昭和 7年）のひ

なまつりの様子です。おひな様が飾ってあ

りますね。 

巣鴨分院では、授業だけではなく、季節

の行事も行われていました。 

 

 

 

 

 



櫻園通信 70 令和3年1月
東京都健康長寿医療センター
養育院・渋沢記念コーナー
連絡先：老年学情報センター

大
久
保
一
翁
の
プ
ラ
ン

貧
民
あ
ふ
れ
る
新
首
都

東
京
の
府
知
事
に
就
任
し
た
大
久
保
一
翁
は
、
幕
府

の
救
貧
基
金
「
七
分
積
金
」
を
管
理
す
る
組
織
「
会

議
所
」
に
諮
問
し
、
救
貧
策
を
考
え
さ
せ
ま
す
。
こ

の
こ
と
と
ロ
シ
ア
皇
子
来
日
に
際
し
て
の
浮
浪
者
収

容
と
が
重
な
り
、
救
貧
施
設
「
養
育
院
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

大
久
保
一
翁
は
、
も
と
も
と
江
戸
幕
府
の
重
臣
で

し
た
。
一
翁
は
そ
の
こ
ろ
す
で
に
養
育
院
と
よ
く
似

た
西
洋
式
の
救
貧
施
設
の
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。幕

末
の
時
期
、
西
洋
社
会
の
知
識
を
集
め
て
い
た

一
翁
は
、
新
施
設
設
置
プ
ラ
ン
を
病
幼
院
創
立
意
見

と
し
て
ま
と
め
幕
府
で
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
直
後
、
異
動
命
令
が
出
さ
れ
、
拒
否
し
た
た
め
左

遷
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
養
育
院
の
原
型
で
あ
る
一

翁
の
プ
ラ
ン
は
幕
府
で
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

東
京
府
知
事
で
実
現
し
た
と
い
え
ま
す
。
（
桜
園
通

信

二
十
一
号
）

蘭
学
者
は
知
っ
て
い
た

幕
臣
時
代
の
一
翁
は
、

書
籍
や
遣
欧
使
節
団
か
ら
の
世
界
情
勢
の
情
報
を
集

め
、
日
本
の
今
後
の
展
開
を
考
え
よ
う
と
す
る
開
明

派
で
し
た
。
一
翁
の
救
貧
施
設
の
プ
ラ
ン
も
、
西
洋

の
福
祉
施
設
貧
院
・
幼
院
・
病
院
の
知
識
を
基
に
し

た
も
の
で
し
た
。

幕
末
期
の
遣
欧
使
節
団
に
同
行
し
た
洋
学
者
た
ち

は
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
現
地
で
調
べ
、
そ
の

事
業
内
容
を
記
録
し
ま
し
た
。
西
洋
社
会
の
福
祉
事

業
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

洋
学
は
幕
末
期
に
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ

ツ
か
ら
西
洋
の
知
識
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て

で
き
た
学
問
で
す
。
そ
れ
ま
で
西
洋
の
知
識
は
オ
ラ

ン
ダ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
し
た
（
蘭
学
）
。

蘭
学
者
の
間
で
は
、
一
翁
の
プ
ラ
ン
よ
り
二
四
〇

年
も
前
か
ら
幼
院
・
病
院
・
貧
院
の
知
識
が
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

養育院の遠いルーツ
宮本孝一 老年学情報センター

貧
院
・
幼
院
・
病
院
の
知
識
を
も
た
ら
し
た
本

今
か
ら
四
百
年
前
、
江
戸
幕
府
の
将
軍
が
秀
忠
（
第

二
代
）
か
ら
家
光
（
第
三
代
）
に
代
わ
る
こ
ろ
、
中

国
で
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
と
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
中

国
人
に
よ
り
、
世
界
各
国
の
社
会
制
度
・
歴
史
を
紹

介
す
る
漢
文
の
書
籍
「
職
方
外
紀
（
し
ょ
く
ほ
う
が

い
き
）
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
書
籍
は
す
ぐ

に
日
本
に
も
伝
わ
り
ま
し
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教

師
の
著
作
で
あ
り
、
ま
も
な
く
幕
府
に
よ
り
禁
書
と

さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
西
洋
の
知
識
を
求
め
て
い
た
蘭
学
者
た
ち

は
、
隠
れ
て
写
本
や
そ
の
内
容
を
引
用
し
た
書
籍
を

作
り
、
禁
書
の
「
職
方
外
紀
」
を
海
外
事
情
を
知
る

テ
キ
ス
ト
と
し
て
二
百
年
間
使
っ
て
い
ま
し
た
。
現

在
も
全
国
各
地
の
図
書
館
に
多
く
の
写
本
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

幼
院
・
病
院
・
貧
院
の
知
識
は

「
職
方

外
紀
」
に
よ
り
日
本
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
現
代
も
使

わ
れ
る
病
院
と
い
う
言
葉
は
、
蘭
学
・
洋
学
者
に
使

わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
日
本
語
と
し
て
定

着
し
た
も
の
で
す
。
＊
１

で
は
、
養
育
院
の
ル
ー
ツ

幼
院
・
病
院
・
貧
院
の

知
識
は
、
「
職
方
外
紀
」
で
は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

江戸幕府開幕

職方外紀 刊行
日本に伝わる

病幼院創立意見

養育院の創立

養育院 廃止
平成

昭和

大正

明治

大久保一翁



「
職
方
外
紀
」
の
現
代
語
訳
が
「
大
航
海
時
代
の

地
球
見
聞
録

通
解
『
職
方
外
紀
』
」
＊
２
で
す
。

こ
の
本
か
ら
、
貧
院
・
幼
院
・
病
院
の
記
述
部
分
を

引
用
し
て
み
ま
す
。

紫
色
の
部
分
が
引
用
文
で
す
。
（
前
掲
書

ｐ
一

四
〇
ー
一
四
一
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
人
（
く
に
び
と
）
は
天
主
の
正

教
に
奉
（
つ
か
）
え
、
ニ
つ
の
こ
と
を
守
る
。
一
つ

は
「
天
主
を
万
物
の
上
に
敬
愛
す
る
」
こ
と
、
も
う

一
つ
は
「
人
を
己
の
よ
う
に
愛
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

（
略
）
「
人
を
己
の
よ
う
に
愛
す
る
」
と
は
、
一
、

そ
の
霊
魂
を
愛
し
、
善
を
行
い
悪
を
去
り
、
天
が
生

ん
だ
福
を
享
受
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ニ
、
身
体
を
愛

す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
が
人
を
慈
し
ま
な
け
れ
ば
、

天
主
も
自
分
を
慈
し
ま
な
い
。
だ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
人
は
よ
ろ
こ
ん
で
施
し
を
す
る
。
千
年
来
、
貧
し

さ
で
子
女
を
売
る
者
は
お
ら
ず
、
飢
餓
で
路
に
死
ぬ

者
は
い
な
い
。

貧
院

身
寄
り
の
な
い
者
を
養
う
。
そ
の
中
に
い

る
者
に
も
仕
事
が
あ
り
、
障
が
い
が
あ
る
人
や
病
人

も
見
す
て
な
い
。
盲
目
の
者
は
手
足
を
動
か
し
、
手

足
が
麻
痺
し
た
も
の
は
耳
目
を
は
た
ら
か
せ
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
が
あ
り
、
そ
の
仕
事
に
才
を
つ
く
さ
せ
、

天
地
の
廃
物
と
し
な
い
。

幼
院

小
児
を
養
育
す
る
。
貧
者
が
子
を
産
ん
で
養

う
力
が
な
く
て
も
、
こ
れ
を
殺
す
の
は
罪
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
と
く
に
こ
の
院
を
設
け
て
、
人
に
養
育
さ

せ
、
子
ど
も
の
命
を
全
う
さ
せ
る
。
そ
の
一
族
が
貴

く
て
も
家
が
貧
し
い
者
は
、
子
を
孤
児
院
（
幼
院
）

に
送
る
の
を
恥
じ
る
の
で
、
両
方
を
立
て
る
法
が
あ

る
。
院
の
壁
に
穴
が
あ
り
、
回
転
盤
を
設
け
、
内
と

外
が
隔
た
り
、
互
い
に
見
え
な
い
。
子
ど
も
を
送
る

者
は
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
子
を
盤
に
置
く
。

壁
を
た
た
け
ば
、
院
の
中
の
人
が
盤
を
回
転
さ
せ
て
、

子
ど
も
が
は
い
る
。
洗
礼
を
受
け
た
か
を
子
の
胸
に

明
記
し
、
時
が
過
ぎ
て
、
父
母
が
ま
た
養
育
す
る
な

ら
、
入
れ
た
年
月
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
を
え
る
の
で

あ
る
。

病
院

大
き
な
街
で
は
数
十
ヶ
所
に
な
る
。
中
下

の
院
に
は
中
下
の
人
が
お
り
、
大
人
（
た
い
じ
ん
）

の
院
に
は
貴
人
が
い
る
。
貴
人
の
う
ち
、
旅
客
や
使

者
が
病
に
な
れ
ば
、
こ
の
院
に
は
い
る
。
病
院
は
通

常
の
家
よ
り
ず
っ
と
美
し
く
、
必
要
な
薬
は
係
の
者

が
管
理
し
、
名
医
が
準
備
し
て
お
り
、
毎
日
病
人
を

診
察
す
る
。
ま
た
衣
服
や
寝
具
が
あ
り
、
看
護
の
人

も
い
る
。
病
が
癒
え
て
去
る
と
き
、
貧
者
に
は
旅
費

を
給
す
る
。
こ
れ
は
国
王
や
名
家
が
設
立
し
た
も
の

で
あ
り
、
街
じ
ゅ
う
の
人
が
力
を
あ
わ
せ
て
つ
く
っ

た
。
月
ご
と
に
有
力
な
貴
人
が
そ
の
事
を
総
領
し
、

薬
物
や
飲
食
な
ど
は
実
際
に
試
し
て
比
べ
る
。

「
職
方
外
紀
」
の
職
方
と
は
、
古
代
中
国
の
官
職

で
、
地
方
の
異
民
族
の
状
況
を
知
り
、
官
を
送
っ
て

治
め
さ
せ
る
役
職
で
す
。
職
方
外
紀
と
は
「
職
方
も

知
ら
な
い
遠
方
世
界
に
つ
い
て
記
し
た
本
」
と
い
う

意
味
で
す
。

職方外紀
アジア大陸を示す図
https://commons.wik
imedia.org/wiki/File:Z
hifang_waiji1.PNG

＊1 荒川清秀．加藤周一氏の「明治初期の翻訳」について．文明21 No.3 p25-30

＊2 ジュリオ・アレーニほか著／齊藤正高訳「大航海時代の地球見聞録 通解『職方外紀』」（原書房2017）



巣鴨分院では、当時の小学校程度の教育を施していま

したが、年長の男子・女子には社会へ出るための準備と

して職業訓練も行っていました。年長男子寮の中には印

刷場があり、1925（大正 14）年から職業訓練として印

刷作業の実習を行っていました。 

 

また、年長女子寮には炊事場があり、

自炊の練習をして、家事ができるように

していました。さらに、裁縫室とミシン

裁縫室も設けられ、裁縫を習得できるよ

うにしていました。 

職業訓練を経て、巣鴨分院からはたくさんの子どもたちが巣立っていきました。奉公先から奉公人が実家

に帰ることのできる春と秋の藪入りには、巣鴨分院出身者も巣鴨分院に帰ってきて、院長の渋沢も出席し藪

入り会が盛大に催されていたようです。 

1930（昭和 5）年 9月の「東京市養育院月報」に、同年の藪入り会について記述した文章が残っていまし

た。旧字を修正して裏面に引用します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

櫻園通信 71 令和 3年 3月 

東京都健康長寿医療センター 

養育院・渋沢記念コーナー 

連絡先：老年学情報センター 

 

養育院巣鴨分院は、1909（明治 42）年に養育院から独立した孤児教育施設です。養育院本院では、入所

人数の増加と、養育院にいる大人から子どもたちへの悪影響が懸念されていたため、巣鴨に子どもたちだけ

の施設が作られました。養育院の院長であった渋沢栄一も、巣鴨分院にほぼ毎月通っては孤児たちと交流し

ていました。巣鴨分院は、1942（昭和 17）年に現在の練馬区に移転し、名称も東京都石神井学園に変更さ

れ、児童養護施設として今に至っています。 

巣鴨分院の職業訓練と 

藪入り会  

巣鴨分院 年長男子寮 

印刷作業の様子 

ミシン裁縫を学ぶ様子 

と 

藪入り会  

監修：稲松孝思顧問医 

作 ：栄畑南美（えばた なみ） 老年学情報センター 

https://www.jigyodan.org/shakujii-gakuen/about/history/
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さて、この時撮影された巣鴨分院出身

者と院長の渋沢栄一の記念写真が、「創

立 60周年記念写真帖」に残っていまし

た。左が 1930（昭和 5）年 9月の藪入

り会の写真です。前列真ん中に座ってい

るのが渋沢です。 

「写真帖」にもこの写真の説明として

藪入り会について記述があります。以下

に引用します。 

出身者藪入り会と渋沢院長 （中略）渋沢院長も

また出身者一同と親しく膝を交えて或いは訓話し、

あるいは共に余興をご覧になるのを大変喜びとして

おられた。（中略）写真はそうした記念撮影の一つ

である。 

上の写真の渋沢は、なんと 91歳でした。亡くなる前年にも、巣鴨分院の藪入り会で

出身者との交流を楽しんでいた渋沢栄一。まさに、児童福祉は渋沢が生涯を通じて携わ

った福祉事業分野だったと言えるのではないでしょうか。 

昭和五年九月、当時院長は九十一歳で尚矍鑠（か

くしゃく）たるものがあった。しかるに翌六年忽然

として薨去（こうきょ）遊ばされようとは当時誰か

よく予知し得たであろう。                                 

（創立60周年記念写真帖） 

 

 

 

院外委託児童並出身者秋季藪入り会 院長登庁

日なる九月十三日を選び、当分院においては院外

委託児童並出身者の秋季藪入り会を挙行せり、会

場に当てたる講堂及び食堂は、職員一同の手によ

り前日までに美しく装飾せられたり、当日は夜来

の豪雨全く晴れ渡り、絶好の藪入り日和となり、

早朝より喜色を満面に湛えつつ三々五々打ち連れ

来り、開会定刻の午前十時にはすでに数十名に達

したり（中略） 

この文からは、巣鴨分院の職員による出身者たちを迎えるための心尽くしの準備や、出身者たちの嬉し

そうな様子がよく伝わってきますね。渋沢も笑顔で訓辞したようです。それにしても、88人も集まったと

は盛大な会ですね。 

 

 

院長登壇、温容に微笑みを湛えられつつ、諄々

処世の要諦につき訓辞を与えられ、終わって校庭

にて記念撮影をなし、食堂においては保母の手に

なる特別献立の昼餐を饗し、午後再び余興を開き

（中略）午後四時三十分盛会裏に散会したり。当

日の来会者は男五十四人、女三十四人、計八十八

人なりき。 

（東京市養育院月報、第350号 p.15） 
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